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10) 法学研究 81 巻 10 号（2008

〔
民
集
未
登
載
最
高

100 

裁
民
訴
事
例
研
究

¥._J 

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
が
介
護
給
付
費
等
の
請
求
の
た
め
に
審
査
支
払
機
関
に
伝
送
す
る
情
報
を
利
用
者
の
個
人
情
報
を
除
い
て
一

覧
表
に
ま
と
め
た
文
書
が
、
民
訴
法
二
二

O
条
四
号
ニ
所
定
の
「
専
ら
文
書
の
所
持
者
の
利
用
に
供
す
る
た
め
の
文
書
」
に
当
た
ら

な
い
と
さ
れ
た
事
例

平
成
一
九
年
八
月
二
三
日
第
二
小
法
廷
決
定
（
最
高
裁
平
成
一
九
年
（
許
）
第
一
八
号
文
書
提
出
命
令
に
対
す
る
抗
告
審
の
変
更
決

定
に
対
す
る
許
可
抗
告
事
件
、
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
二
五
二
号
一
六
三
頁
、
判
例
時
報
一
九
八
五
号
六
三
頁
）

〔
事
実
〕

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
で
あ
る

X

（
株
式
会
社
）
は
同
業
者
の
Y

（
有
限
会
社
）
の
代
表
者
A

を
被
告
と
し
て
、
競
業
避
止
義
務
違
反
な

ど
を
理
由
に
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
を
提
起
し
た
。
こ
れ
が
本
件
の
本
案

訴
訟
で
あ
る
。

X

に
よ
れ
ば
、
「
A
は
X

の
取
締
役
で
あ
っ
た
の
に
、

競
業
避
止
義
務
に
違
反
し
て
、
Y

を
設
立
し
て
X

の
営
む
事
業
と
同
じ

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
開
始
し
、
X

の
従
業
員
を
違
法
に
引
き
抜
く
と

と
も
に
、

X

の
顧
客
名
簿
を
利
用
し
、

X

に
関
す
る
虚
偽
の
風
説
を
流

布
す
る
な
ど
し
て
不
正
に
顧
客
を
奪
っ
た
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

X

は
奪
わ
れ
た
顧
客
の
特
定
及
び
損
害
額
の
確
定
の
た
め
に
必
要
が

あ
る
と
し
て
、

Y

が
所
持
す
る
Y

の
作
成
に
係
る
平
成
一
六
年
三
月

（Y
設
立
時
）
か
ら
同
年
一
二
月
ま
で
の
聞
の
顧
客
一

O
二
一
名
に
関
す

る
「
サ
ー
ビ
ス
種
類
別
利
用
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
に
つ
い
て
、
文
書
提

出
命
令
の
申
立
て
を
し
た
。
以
下
で
は
こ
の
申
し
立
て
ら
れ
た
文
書
を

「
本
件
リ
ス
ト
」
と
表
記
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
Y

は
同
文
書
は
民

訴
法
二
二
O
条
四
号
ハ
又
は
ニ
所
定
の
文
書
に
当
た
る
と
主
張
し
た
。

と
こ
ろ
で
Y

は
、
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
し
て
、
介
護
給
付

費
等
を
審
査
支
払
機
関
に
請
求
す
る
に
つ
い
て
審
査
支
払
機
関
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
と
電
気
通
信
回
路
で
接
続
さ
れ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使

用
し
て
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
事
項
を
そ
の
定
め
る
方
式
に
よ
っ



判例研究

て
伝
送
す
る
方
式
（
介
護
給
付
費
及
び
公
費
負
担
医
療
等
に
関
す
る
費

用
の
請
求
に
関
す
る
省
令
二
条
一
項
参
照
）
を
採
用
し
て
い
る
。
そ
こ

で
Y

が
こ
の
請
求
事
務
に
使
用
し
て
い
る
市
販
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
に
お
い
て
は
、
介
護
給
付
費
等
を
請
求
す
る
た
め
に
必
要

な
情
報
を
入
力
す
る
と
、
本
件
リ
ス
ト
が
作
成
さ
れ
る
。
本
件
文
書
提

出
命
令
の
申
立
て
の
対
象
は
こ
の
文
書
で
あ
る
。

本
件
リ
ス
ト
に
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
が
特
定
の
一
か
月
間
に

提
供
し
た
特
定
の
種
類
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
①
利
用
者
名
、

②
当
該
利
用
者
の
要
介
護
状
態
区
分
又
は
要
支
援
状
態
区
分
、
③
当
該

利
用
者
が
受
け
た
個
別
的
な
サ
ー
ビ
ス
内
容
及
び
そ
の
回
数
、
④
各
利

用
者
ご
と
の
当
該
月
分
の
介
護
保
険
請
求
額
、
利
用
者
請
求
額
等
が
、

一
覧
表
の
形
式
に
ま
と
め
ら
れ
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
記
載
さ
れ

て
い
る
情
報
は
、
介
護
給
付
費
等
の
請
求
の
た
め
に
審
査
支
払
機
関
に

伝
送
す
る
情
報
か
ら
、
利
用
者
の
生
年
月
日
、
性
別
等
の
個
人
情
報
を

除
い
た
も
の
で
あ
る
。

X

の
申
立
て
に
対
し
て
、
原
々
審
（
佐
賀
地
裁
唐
津
支
決
平
成
一
八

年
一
二
月
二
六
日
）
は
、
本
件
リ
ス
ト
は
審
査
支
払
機
関
に
提
出
す
る

こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
介
護
給
付
費
請
求
書
（
い
わ
ゆ
る
レ
セ
プ

ト
）
と
実
質
的
に
同
一
の
文
書
と
い
え
る
か
ら
、
民
訴
法
二
二

O
条
四

号
ニ
所
定
の
「
専
ら
文
書
の
所
持
者
の
利
用
に
供
す
る
た
め
の
文
書
」

に
該
当
し
な
い
と
判
断
し
た
。
さ
ら
に
同
号
ハ
に
も
該
当
し
な
い
と
し

て
、
申
立
て
に
係
る
顧
客
一
O
三
名
中
相
手
方
が
本
件
リ
ス
ト
を
保
有

し
て
い
る
と
認
め
る
こ
と
の
で
き
な
い
七
名
を
除
い
た
九
六
名
の
顧
客

(1
) 

に
関
す
る
本
件
リ
ス
ト
に
つ
き
、
相
手
方
に
対
し
て
提
出
を
命
じ
た
。

な
お
以
下
で
は
こ
の
命
令
の
対
象
と
な
っ
た
本
件
リ
ス
ト
を
「
本
件
対

象
文
書
」
と
表
記
す
る
。

原
々
審
の
決
定
に
対
し
て

Y

が
抗
告
し
た
。
Y

の
抗
告
に
対
し
て
、

原
審
（
福
岡
高
裁
決
平
成
一
九
年
二
月
一
一
一
日
）
は
次
の
よ
う
な
理
由

で
、
本
件
対
象
文
書
の
文
書
提
出
命
令
の
申
立
て
を
却
下
し
た
。
本
件

リ
ス
ト
は
、
相
手
方
が
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
に
つ
い
て
介
護

給
付
費
等
の
請
求
内
容
を
確
認
、
記
録
す
る
た
め
に
作
成
し
て
い
る
も

の
で
あ
り
、
そ
の
作
成
目
的
、
記
載
内
容
、
作
成
経
緯
等
に
照
ら
し
、

専
ら
相
手
方
内
部
の
利
用
に
供
す
る
目
的
で
作
成
さ
れ
、
外
部
に
開
示

す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
な
い
文
書
で
あ
っ
て
、
外
部
に
開
示
さ
れ

る
と
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
侵
害
さ
れ
、
相
手
方
と
利
用
者
及
び
そ

の
家
族
と
の
信
頼
関
係
が
損
な
わ
れ
、
相
手
方
の
事
業
の
遂
行
に
重
大

な
支
障
を
来
す
お
そ
れ
が
あ
る
。

原
審
の
決
定
に
対
し
て

X

は
最
高
裁
へ
の
抗
告
の
許
可
を
申
立
て
、

そ
れ
が
認
め
ら
れ
た
。

X

の
抗
告
に
対
し
て
、
最
高
裁
は
次
の
よ
う
な

理
由
で
原
決
定
を
破
棄
し
、
原
々
決
定
に
対
す
る
抗
告
を
棄
却
し
た
。

〔
決
定
要
旨
〕

「
あ
る
文
書
が
、
そ
の
作
成
目
的
、
記
載
内
容
、
こ
れ
を
現
在
の
所

持
者
が
所
持
す
る
に
至
る
ま
で
の
経
緯
、
そ
の
他
の
事
情
か
ら
判
断
し

て
、
専
ら
内
部
の
者
の
利
用
に
供
す
る
目
的
で
作
成
さ
れ
、
外
部
の
者

に
開
示
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
な
い
文
書
で
あ
っ
て
、
開
示
さ
れ
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る
と
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
侵
害
さ
れ
た
り
個
人
な
い
し
団
体
の
自

由
な
意
思
形
成
が
阻
害
さ
れ
た
り
す
る
な
ど
、
開
示
に
よ
っ
て
所
持
者

の
側
に
看
過
し
難
い
不
利
益
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

場
合
に
は
、
特
段
の
事
情
が
な
い
限
り
、
当
該
文
書
は
民
訴
法
三
二

O

条
四
号
ニ
所
定
の
「
専
ら
文
書
の
所
持
者
の
利
用
に
供
す
る
た
め
の
文

書
』
に
当
た
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
（
最
高
裁
平
成
一
一
年

（
許
）
第
二
号
周
年
一
一
月
一
一
一
日
第
二
小
法
廷
決
定
・
民
集
五
三
巻

八
号
一
七
八
七
頁
参
照
）0

こ
れ
を
本
件
に
つ
い
て
み
る
と
、
前
記
の
と
お
り
、
本
件
リ
ス
ト
は
、

相
手
方
が
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
し
て
介
護
給
付
費
等
を
審
査

支
払
機
関
に
請
求
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
入

力
す
る
こ
と
に
伴
っ
て
、
自
動
的
に
作
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の

内
容
も
、
介
護
給
付
費
等
の
請
求
の
た
め
に
審
査
支
払
機
関
に
伝
送
さ

れ
る
情
報
か
ら
利
用
者
の
生
年
月
日
、
性
別
等
の
個
人
情
報
を
除
い
た

も
の
に
す
ぎ
ず
、
審
査
支
払
機
関
に
伝
送
さ
れ
た
情
報
と
は
別
の
新
た

な
情
報
が
付
加
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
介
護
給
付
費
等
の
請
求

の
た
め
に
審
査
支
払
機
関
に
伝
送
し
た
情
報
の
請
求
者
側
の
控
え
と
い

う
べ
き
性
質
の
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
本
件
リ
ス
ト

に
記
載
さ
れ
た
内
容
は
第
三
者
へ
の
開
示
が
予
定
さ
れ
て
い
た
も
の
と

い
う
こ
と
が
で
き
、
本
件
リ
ス
ト
は
、
民
訴
法
二
二
O
条
四
号
ニ
所
定

の
『
専
ら
文
書
の
所
持
者
の
利
用
に
供
す
る
た
め
の
文
書
』
に
当
た
ら

な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

な
お
、
相
手
方
は
、
本
件
対
象
文
書
は
同
法
一
九
七
条
一
項
三
号
所

定
の
「
職
業
の
秘
密
』
に
関
す
る
事
項
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ

っ
て
同
法
二
二
O
条
四
号
ハ
に
該
当
す
る
と
も
主
張
し
て
い
る
が
、
本

件
対
象
文
書
は
本
案
訴
訟
に
お
い
て
取
調
べ
の
必
要
性
の
高
い
証
拠
で

あ
る
と
解
さ
れ
る
一
方
、
本
件
対
象
文
書
に
係
る
上
記
九
六
名
の
顧
客

は
い
ず
れ
も
抗
告
人
に
お
い
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
と
し
て
現
に

認
識
さ
れ
て
い
る
者
で
あ
り
、
本
件
対
象
文
書
を
提
出
さ
せ
た
場
合
に

相
手
方
の
業
務
に
与
え
る
影
響
は
さ
ほ
ど
大
き
な
も
の
と
は
い
え
な
い

と
解
さ
れ
る
こ
と
等
を
考
え
る
と
、
相
手
方
の
上
記
主
張
を
採
用
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
」

102 

評

釈
は
じ
め
に

判
旨
の
結
論
に
賛
成
で
あ
る
。
民
訴
法
二
二
O
条
四
号
ニ
に
よ
れ

ば
、
「
専
ら
文
書
の
所
持
者
の
利
用
に
供
す
る
た
め
の
文
書
」
に
つ

い
て
は
、
文
書
提
出
命
令
の
対
象
に
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

(2
) 

こ
の
文
書
を
本
稿
で
は
「
自
己
利
用
文
書
」
と
表
記
す
る
が
、
そ
の

理
解
を
め
ぐ
っ
て
立
法
当
初
に
お
い
て
は
下
級
審
の
裁
判
に
混
乱
が

見
ら
れ
た
。
そ
こ
で
最
高
裁
は
混
乱
を
終
息
さ
せ
る
た
め
に
問
題
解

決
の
指
針
と
し
て
、
自
己
利
用
文
書
に
関
し
て
次
の
よ
う
な
三
つ
の

要
件
を
提
示
し
た
（
最
三
小
決
平
成
一
一
年
一
一
月
一
二
日
民
集
五

三
巻
八
号
一
七
八
七
頁
）
。

①
当
該
文
書
が
、
そ
の
作
成
目
的
、
記
載
内
容
、
こ
れ
を
現
在
の



所
持
者
が
所
持
す
る
に
至
る
ま
で
の
経
緯
、
そ
の
他
の
事
情
か
ら
判

断
し
て
、
専
ら
内
部
の
者
の
利
用
に
供
す
る
目
的
で
作
成
さ
れ
、
外

部
の
者
に
開
示
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
な
い
文
書
で
あ
る
こ
と
。

こ
れ
は
外
部
非
開
示
性
（
内
部
文
書
性
）
要
件
と
い
わ
れ
る
。
②
開

示
さ
れ
る
と
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
侵
害
さ
れ
た
り
個
人
な
い
し

団
体
の
自
由
な
意
思
形
成
が
阻
害
さ
れ
た
り
す
る
な
ど
、
開
示
に
よ

っ
て
所
持
者
の
側
に
看
過
し
難
い
不
利
益
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。
こ
れ
は
不
利
益
性
要
件
と
い
わ
れ
る
。
③
開

示
す
べ
き
特
段
の
事
情
が
な
い
こ
と
。
特
段
の
事
情
要
件
と
も
い
わ

れ
る
。

判例研究

判
例
は
、
以
来
こ
の
要
件
を
問
題
解
決
の
枠
組
み
と
し
て
広
く
利

用
し
た
た
め
に
、
こ
の
要
件
は
い
わ
ば
準
則
と
し
て
の
意
味
を
持
つ

に
至
っ
た
。
本
決
定
も
こ
れ
に
従
い
、
本
件
対
象
文
書
で
あ
る
本
件

リ
ス
ト
が
自
己
利
用
文
書
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
外

部
非
開
示
性
の
文
書
で
あ
る
か
否
か
で
判
断
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

本
決
定
は
、
「
本
件
リ
ス
ト
に
記
載
さ
れ
た
内
容
は
第
三
者
へ
の
開

示
が
予
定
さ
れ
て
い
る
も
の
」
で
あ
り
、
外
部
非
開
示
性
要
件

（
①
）
に
欠
け
る
と
し
て
、
自
己
利
用
文
書
で
は
な
い
と
の
結
論
を

導
い
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
判
断
は
原
決
定
の
判
断
を
覆
し
た
も

の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
原
決
定
は
本
決
定
と
異
な
り
、
本
件
リ
ス

ト
は
外
部
非
開
示
性
要
件
に
該
当
す
る
と
し
て
、
文
書
提
出
命
令
の

対
象
に
な
ら
な
い
と
判
断
し
た
。
要
す
る
に
本
決
定
と
原
決
定
と
は

正
反
対
の
結
論
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
外
部
非
開
示
性
に
つ
い
て
判
断

が
正
反
対
で
あ
る
こ
と
が
原
因
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
問
題
状
況
の
概
観
か
ら
、
本
決
定
の
判
例
と
し
て
の

意
味
は
明
ら
か
で
あ
る
。
本
決
定
の
意
味
は
、
判
例
準
則
の
外
部
非

開
示
性
に
つ
い
て
、
個
別
的
な
内
容
と
そ
れ
を
判
断
す
る
た
め
の
方

法
を
具
体
的
に
示
し
た
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
意
味
で
本
件
は
事
例
判

例
で
は
あ
る
が
、
本
決
定
が
原
決
定
と
対
立
し
た
こ
と
か
ら
、
外
部

非
開
示
性
は
自
己
利
用
文
書
を
判
断
す
る
場
合
の
要
件
と
し
て
適
切

か
否
か
と
い
う
疑
念
が
生
じ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
外
部
非
開
示
性
は
比

較
的
に
簡
単
に
判
断
で
き
る
は
ず
の
要
件
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

裁
判
所
の
間
で
判
断
が
対
立
し
た
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
本
決
定

の
検
討
を
通
じ
て
、
自
己
利
用
文
書
の
判
断
基
準
や
外
部
非
開
示
性

の
意
味
を
改
め
て
問
い
直
す
こ
と
も
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、
本
決
定
の
結
論
と
理
由
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ

(4
) 

い
て
そ
の
当
否
を
原
決
定
と
比
較
し
な
が
ら
検
討
し
、
外
部
非
開
示

性
要
件
の
法
的
な
意
味
を
考
察
し
て
み
よ
う
。

文
書
作
成
の
目
的
と
外
部
非
開
示
性

原
々
審
は
、
本
件
リ
ス
ト
は
審
査
支
払
機
関
に
提
出
す
る
こ
と
が

予
定
さ
れ
て
い
る
介
護
給
付
費
請
求
書
（
い
わ
ゆ
る
レ
セ
プ
ト
）
と
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実
質
的
に
同
一
の
文
書
と
判
断
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
原
審
は
、

「
本
件
リ
ス
ト
は
、
相
手
方
が
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
に
つ

い
て
介
護
給
付
費
等
の
請
求
内
容
を
確
認
、
記
録
す
る
た
め
に
作
成

し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
作
成
目
的
、
記
載
内
容
、
作
成
経
緯

等
に
照
ら
し
、
専
ら
相
手
方
内
部
の
利
用
に
供
す
る
目
的
で
作
成
さ

れ
、
外
部
に
開
示
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
な
い
文
書
で
あ
〔
る
〕
」

（
本
決
定
の
ま
と
め
に
よ
る
）
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
両
者

の
対
立
に
対
し
て
本
決
定
は
原
決
定
を
破
棄
し
、
原
々
審
の
判
断
を

維
持
し
た
。
す
な
わ
ち
、
本
決
定
は
「
審
査
支
払
機
関
に
伝
送
し
た

情
報
の
請
求
者
側
の
控
え
と
い
う
べ
き
性
質
の
も
の
に
ほ
か
な
ら
な

い
」
と
判
断
し
、
「
本
件
リ
ス
ト
に
記
載
さ
れ
た
内
容
は
第
三
者
へ

の
開
示
が
予
定
さ
れ
て
い
た
も
の
」
と
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
「
第

三
者
（
審
査
支
払
機
関
）
に
開
示
が
予
定
さ
れ
て
い
る
情
報
と
実
質

(5
) 

的
に
同
一
で
あ
る
と
の
評
価
」
に
他
な
ら
な
い
し
、
「
本
件
リ
ス
ト

に
は
独
自
の
作
成
目
的
が
あ
る
と
は
い
い
に
く
い
」
と
判
断
し
て
い

(6
) 

る
こ
と
で
も
あ
る
。

法学研究 81 巻 10 号（2008

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
本
決
定
と
原
決
定
と
の
対
立
点
は
明
ら
か

で
あ
る
。
開
示
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
た
か
否
か
に
つ
い
て
判

断
す
る
場
合
、
当
該
文
書
の
作
成
目
的
を
中
心
に
し
て
判
断
す
る
の

か
（
原
決
定
）
、
そ
れ
と
も
他
の
文
書
と
の
関
係
に
も
考
慮
し
て
総

合
的
に
判
断
す
る
の
か
（
本
決
定
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
前
説
は

外
部
非
開
示
性
の
判
断
基
準
を
当
該
文
書
に
つ
い
て
形
式
的
に
作
成

目
的
に
限
定
す
る
の
で
、
本
稿
で
は
仮
に
限
定
説
と
表
記
し
、
後
説

は
そ
の
よ
う
に
限
定
し
な
い
で
実
質
的
に
考
察
す
る
の
で
総
合
説
と

(7
) 

表
記
す
る
。
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さ
て
限
定
説
と
総
合
説
の
い
ず
れ
が
妥
当
な
見
解
で
あ
る
か
と
い

う
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
そ
れ
ぞ
れ
い
か
な
る
利
点
や
問

題
点
が
あ
る
か
を
考
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
限
定
説
は
前
記
の

判
例
準
則
の
外
部
非
開
示
性
要
件
に
忠
実
な
見
解
で
あ
る
し
、
基
準

と
し
て
も
明
快
で
あ
る
。
し
か
も
、
自
己
利
用
文
書
の
外
部
非
開
示

性
の
要
件
は
多
く
の
場
合
、
単
に
作
成
目
的
に
よ
っ
て
個
別
事
情
を

考
慮
す
る
こ
と
な
く
一
般
的
に
判
断
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
よ
う

な
こ
と
に
も
適
合
す
る
し
、
総
合
説
よ
り
も
外
部
非
開
示
性
を
簡
単

に
判
断
で
き
る
の
で
効
率
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
問
題
は
あ
ら
ゆ
る

文
書
を
こ
の
よ
う
な
枠
組
み
だ
け
で
判
断
し
て
よ
い
の
か
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
結
果
的
に
自
己
利
用
文
書
の
範
囲
を
広
く

す
る
こ
と
に
な
り
、
裁
判
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
資
料
が
集
め
に

く
く
な
る
。
こ
れ
は
文
書
提
出
命
令
の
制
度
の
趣
旨
か
ら
し
て
望
ま

し
い
こ
と
で
は
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
総
合
説
は
限
定
説
に
比
べ
て
妥
当
な
結
論
を
導
く

こ
と
が
容
易
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
文
書
に
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
。
総
合
的
に
判
断
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
様
々
な
資
料
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に
基
づ
い
て
妥
当
な
結
論
を
得
ょ
う
と
す
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
し
か
し
、
問
題
は
限
定
説
に
比
べ
て
判
断
材
料
が
多
く
な
る
し
、

基
準
が
形
式
的
・
画
一
的
で
な
い
こ
と
か
ら
、
判
断
が
難
し
い
場
合

が
想
定
さ
れ
る
。
ま
た
文
書
が
広
く
開
示
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、

団
体
や
個
人
に
と
っ
て
問
題
が
生
じ
る
か
も
し
れ
な
い
。

両
説
は
そ
れ
ぞ
れ
一
長
一
短
が
あ
る
が
、
こ
の
問
題
を
考
え
る
場

合
、
文
書
に
関
し
て
一
般
的
に
提
出
義
務
を
定
め
た
現
行
法
の
立
法

の
目
的
や
関
係
す
る
条
文
の
構
造
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
う

で
あ
る
な
ら
ば
、
文
書
は
原
則
と
し
て
広
く
開
示
さ
れ
る
べ
き
で
あ

り
、
そ
れ
に
合
わ
せ
た
法
解
釈
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

裁
判
資
料
の
充
実
を
は
か
る
た
め
に
個
別
具
体
的
に
当
該
文
書
の
外

部
非
開
示
性
は
総
合
的
に
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
範
囲
は
狭
く

解
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
仮
に
そ
れ
で
不
都
合
が
生
じ
る
場
合
は
、

文
書
所
持
者
に
重
大
な
不
利
益
が
生
じ
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
不
利
益

性
要
件
（
一
の
②
）
を
適
用
す
れ
ば
よ
い
こ
と
で
あ
る
し
、
場
合
に

よ
っ
て
は
特
段
の
事
情
要
件
（
一
の
③
）
で
対
応
す
れ
ば
よ
い
。

こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
外
部
非
開
示
性
要
件
に
関
し
て
は
、
文

書
作
成
の
目
的
に
限
定
し
て
考
え
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
文
書
の
意

味
や
内
容
を
総
合
的
に
考
察
し
て
判
断
す
べ
き
で
あ
る
。
文
書
は
正

に
多
様
で
あ
り
、
多
様
な
文
書
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
外
部
非
開

示
性
要
件
の
運
用
は
弾
力
的
に
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

個
別
的
判
断
と
外
部
非
開
示
性

外
部
非
開
示
性
要
件
に
つ
い
て
総
合
的
に
し
か
も
実
質
的
に
判
断

す
る
と
な
る
と
、
個
別
的
な
事
情
と
外
部
非
開
示
性
と
の
関
係
が
問

題
に
な
る
。
外
部
非
開
示
性
に
関
し
て
は
、
文
書
の
記
載
内
容
に
ま

で
個
別
具
体
的
に
立
ち
入
る
こ
と
な
く
、
文
書
の
作
成
日
的
を
中
心

に
し
て
客
観
的
に
判
断
さ
れ
る
の
が
原
則
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
不
利
益
性
要
件
に
つ
い
て
は
、
そ
の
性
質
上
、

(9
) 

個
別
具
体
的
な
判
断
が
必
要
な
場
合
が
あ
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
。

そ
こ
で
外
部
非
開
示
性
要
件
は
類
型
的
な
判
断
で
、
不
利
益
性
要
件

は
個
別
的
な
判
断
で
行
う
と
い
う
意
見
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、

外
部
非
開
示
性
は
類
型
的
に
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
明

確
な
根
拠
は
な
い
し
、
総
合
的
に
実
質
的
に
考
察
す
る
と
い
う
こ
と

は
個
別
事
情
を
考
慮
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
そ
う
で
あ
る
な
ら

ば
、
外
部
非
開
示
性
要
件
は
個
別
的
な
事
情
に
よ
っ
て
も
判
断
で
き

る
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
本
件
は
、
「
個
別

事
情
の
総
合
的
な
評
価
の
必
要
性
を
示
唆
す
る
一
例
で
あ
る
」
と
い

（
印
）

う
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
に
対
し
て
本
決
定
は
個
別
的
な
事
情
を
考
慮
し
て
外
部
非
開

示
性
を
判
断
し
た
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
類
型
的

に
外
部
非
開
示
性
を
判
断
し
た
も
の
で
あ
る
と
の
見
解
も
考
え
ら

（
日
）

れ
る
。
本
件
リ
ス
ト
は
汎
用
ソ
フ
ト
で
作
成
さ
れ
、
し
か
も
裁
判
所
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は
リ
ス
ト
の
個
々
の
内
容
に
つ
い
て
注
目
し
た
の
で
は
な
く
、
リ
ス

ト
の
外
形
か
ら
判
断
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
決
定
は

そ
の
決
定
理
由
を
読
む
限
り
、
単
に
文
書
の
作
成
目
的
だ
け
に
重
点

を
置
い
て
判
断
し
た
も
の
で
は
な
い
し
、
作
成
経
緯
や
記
載
内
容
と

い
っ
た
個
別
的
な
事
情
に
つ
い
て
も
考
慮
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

一
般
的
な
類
型
的
な
判
断
で
は
な
く
、
個
別
事
情
を
考
慮
し
て
判
断

し
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
「
要
す
る
に
、
個
別
事
情
の
総
合
評
価

や
具
体
的
な
判
断
が
必
要
な
場
合
が
あ
る
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
に
は

（
ロ
）

文
書
の
性
質
に
応
じ
て
様
々
な
段
階
が
想
定
で
き
る
」
か
ら
、
外
形

に
重
点
を
置
い
た
に
し
て
も
、
そ
の
こ
と
か
ら
直
ち
に
類
型
的
判
断

と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

法学研究 81 巻 10 号（2008

四
開
示
予
定
と
外
部
非
開
示
性

川
開
示
予
定
基
準
へ
の
疑
問

本
決
定
は
本
件
リ
ス
ト
が
自
己
利
用
文
書
で
な
い
理
由
と
し
て
、

「
第
三
者
へ
の
開
示
が
予
定
さ
れ
て
い
た
も
の
」
を
挙
げ
、
そ
の
根

拠
と
し
て
、
同
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
入
力
す
る
こ
と
に
伴
っ
て
、
自

動
的
に
作
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
川
そ
の
内
容
は
審
査
支
払
機
関

に
伝
送
さ
れ
る
情
報
か
ら
個
人
情
報
を
除
い
た
も
の
に
す
ぎ
ず
、
川

審
査
支
払
機
関
に
伝
送
し
た
情
報
の
請
求
者
側
の
控
え
と
い
う
べ
き

性
質
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
本
件
リ
ス

ト
は
審
査
支
払
機
関
に
伝
送
し
た
も
の
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
あ
り
、

そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
開
示
が
予
定
さ
れ
て
い
た
と
い
う
理
解
で
あ

る
。
し
か
し
、
単
に
行
政
機
関
へ
の
提
出
だ
け
で
外
部
非
開
示
性
を

否
定
す
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
形
式
的
判
断
に
な
り
か
ね
な
い
。

原
決
定
は
審
査
支
払
機
関
以
外
に
開
示
は
予
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

に
着
目
し
て
開
示
性
を
否
定
し
た
が
、
そ
の
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
考

（
日
）

え
る
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
「
第
三
者
へ
の
提
出
は

訴
訟
に
お
け
る
開
示
と
直
結
し
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
疑
問

(M
) 

が
あ
る
。
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こ
の
よ
う
に
開
示
予
定
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
本
決
定
と
原
決
定
と

は
対
立
し
た
が
、
そ
の
こ
と
は
開
示
予
定
で
外
部
非
開
示
性
を
考
え

る
こ
と
に
対
し
て
次
の
よ
う
な
問
題
を
提
起
し
た
。
第
一
に
、
開
示

予
定
に
つ
い
て
裁
判
所
の
判
断
が
分
か
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
開
示

予
定
と
い
う
基
準
は
必
ず
し
も
明
確
な
基
準
で
な
い
。
第
二
に
、
外

部
非
開
示
性
に
つ
い
て
は
類
型
的
に
簡
単
に
判
断
し
て
、
個
別
具
体

的
な
事
情
は
不
利
益
性
で
判
断
す
る
と
い
う
判
例
準
則
の
構
造
は
、

開
示
予
定
と
い
う
基
準
が
明
確
で
な
い
か
ら
、
す
べ
て
の
事
例
に
対

応
す
る
も
の
で
な
い
。
第
三
に
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
前
記
の
三

要
件
だ
け
で
文
書
提
出
命
令
の
対
象
に
な
る
か
否
か
を
機
械
的
に
判

断
す
る
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
。
判
例
準
則
の
限
界
を
認
識
す
る
と

と
も
に
、
判
例
準
則
の
当
否
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。



そ
も
そ
も
開
示
予
定
の
有
無
で
外
部
非
開
示
性
を
考
え
、
そ
れ
を

理
由
に
文
書
提
出
命
令
の
対
象
に
な
る
か
否
か
を
判
断
す
る
こ
と
に

問
題
が
あ
る
。
開
示
予
定
を
外
部
非
開
示
性
の
判
断
に
お
い
て
重
視

す
る
と
、
開
示
が
予
定
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
開
示
し
な
く
て
よ
い

の
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
う
な
る
と
、
個
人
で
あ
れ
団
体
で
あ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
作
成
す
る
文
書
の
多
く
は
あ
く
ま
で
も
内
部
で
使

用
す
る
た
め
に
作
成
す
る
も
の
で
あ
り
、
開
示
を
予
定
し
て
い
な
い

か
ら
、
外
部
非
開
示
性
の
文
書
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
し

か
し
、
そ
れ
で
は
自
己
利
用
文
書
か
否
か
の
最
終
的
な
判
断
は
不
利

益
性
要
件
で
判
断
す
る
こ
と
に
な
り
、
外
部
非
開
示
性
要
件
は
自
己

利
用
文
書
か
否
か
を
判
断
す
る
た
め
の
要
件
と
し
て
は
十
分
に
機
能

し
な
い
こ
と
に
な
る
。
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凶
新
た
な
判
断
方
法

確
か
に
法
文
の
文
言
を
国
語
的
に
忠
実
に
理
解
す
る
と
、
内
部
で

使
用
す
る
文
書
は
訴
訟
に
お
い
て
開
示
す
る
必
要
は
な
い
こ
と
に
な

る
。
し
か
し
、
こ
れ
で
は
原
則
と
し
て
文
書
の
提
出
に
必
要
以
上
の

制
約
を
し
な
い
と
い
う
文
書
提
出
制
度
の
立
法
の
目
的
を
考
え
る
と
、

適
切
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
民
訴
法
二
二
O
条
は
文
書
提
出
命
令

の
範
囲
を
拡
大
さ
せ
、
文
書
は
開
示
が
原
別
で
あ
る
こ
と
を
規
定
し

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
内
部
で
作
成
し
た
文
書
で
も
原
則
と

し
て
文
書
提
出
命
令
の
対
象
に
な
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
自
己
利
用
文
書
か
否
か
は
文
書
提
出
命
令
制
度
の
目
的
に
立

ち
返
っ
て
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
文
書
は
広
く
開
示
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
に
し
て
も
、
あ
ら
ゆ
る
文
書
が
法
廷
で
開
示
さ
れ
る

と
い
う
の
は
極
端
な
見
解
で
あ
る
。
裁
判
に
協
力
す
る
義
務
以
上
に

守
ら
れ
る
べ
き
高
い
価
値
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
段
損
さ
れ
て
は
な
ら

な
い
。
し
た
が
っ
て
開
示
す
べ
き
か
否
か
は
、
開
示
し
な
い
こ
と
に

合
理
的
な
理
由
が
あ
る
か
、
正
当
な
理
由
が
あ
る
か
で
決
め
る
べ
き

で
あ
り
、
開
示
し
な
い
場
合
は
そ
の
妥
当
性
と
正
当
性
の
説
明
が
必

要
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
視
点
で
考
え
る
と
、
開
示
が
予
定
さ
れ
て
い
る
か
否

か
で
考
え
る
の
で
は
な
く
、
根
本
に
立
ち
返
っ
て
開
示
す
べ
き
か
否

か
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
文
書
を
秘
匿
す
る
妥
当
性
や

正
当
性
の
有
無
で
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
開
示
予
定

の
有
無
が
外
部
非
開
示
性
に
お
い
て
基
準
に
な
る
理
由
は
、
外
部
に

開
示
さ
れ
る
よ
う
な
内
容
の
文
書
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
文
書
所
持
者

が
秘
匿
す
る
理
由
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
外
部

非
開
示
性
要
件
に
つ
い
て
総
合
的
に
判
断
す
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、

単
に
自
己
利
用
に
限
定
し
て
い
た
か
否
か
で
は
な
く
、
そ
も
そ
も
提

出
義
務
が
あ
る
か
否
か
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

思
う
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
外
部
非
開
示
性
要
件
に
該
当
す
る
か

否
か
を
判
断
し
、
そ
の
う
え
で
不
利
益
性
要
件
の
有
無
に
つ
い
て
審
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理
す
る
の
で
は
な
く
、
直
接
、
自
己
利
用
文
書
か
否
か
を
判
断
し
た

方
が
効
率
的
で
あ
る
し
、
文
書
全
体
と
し
て
自
己
利
用
文
書
か
否
か

を
判
断
す
る
こ
と
に
も
即
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ
こ

で
さ
ら
に
こ
の
よ
う
な
考
え
を
発
展
さ
せ
、
外
部
非
開
示
性
の
要
件

に
つ
い
て
判
断
す
る
こ
と
な
く
、
ダ
イ
レ
ク
ト
に
自
己
利
用
文
書
か
、

そ
れ
と
も
文
書
提
出
命
令
の
対
象
に
な
る
か
否
か
を
考
え
る
べ
き
で

あ
る
。

問
題
は
秘
匿
す
る
妥
当
性
や
正
当
な
事
由
の
具
体
的
な
内
容
で
あ

る
。
民
事
訴
訟
法
は
文
書
提
出
命
令
の
対
象
に
な
ら
な
い
も
の
と
し

て
二
二
O
条
四
号
が
イ
か
ら
ホ
ま
で
細
分
化
し
て
列
記
し
て
い
る
が
、

こ
の
規
定
は
法
が
開
示
し
な
い
正
当
な
理
由
を
例
示
し
た
も
の
と
考

え
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
自
己
利
用
文
書
を
規
定
し
た

7
こ
は

そ
れ
以
外
の
も
の
（
イ
1

ハ
、
ホ
）
に
比
べ
て
抽
象
的
な
規
定
で
あ

る
か
ら
、
ヲ
こ
以
外
の
も
の
で
は
カ
バ
ー
で
き
な
い
文
書
に
対
応

す
る
た
め
の
規
定
と
解
し
て
、
「
二
二
O
条
四
号
イ
1

ハ
、
ホ
に
規

定
さ
れ
た
以
外
で
、
開
示
に
よ
っ
て
著
し
い
不
利
益
が
文
書
所
持
者

に
生
じ
る
内
部
作
成
文
書
」
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

第
一
に
、
重
複
し
て
規
定
す
る
必
要
は
な
い
か
ら
、
重
複
部
分
は
除

い
て
自
己
利
用
文
書
の
内
容
を
決
め
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
か
ら

で
あ
る
。
第
二
に
、
司
法
制
度
を
支
え
る
国
民
と
し
て
一
般
的
に
裁

判
に
協
力
す
る
義
務
が
あ
る
か
ら
、
文
書
の
開
示
に
よ
っ
て
多
少
の

不
都
合
が
生
じ
る
こ
と
は
い
た
し
か
た
な
い
に
し
て
も
、
所
持
者
に

多
大
な
損
害
が
発
生
す
る
場
合
ま
で
も
そ
の
よ
う
な
開
示
義
務
を
強

制
す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
常
に
判
例
準
則
の
二
一
要
件
で
自
己

利
用
文
書
に
該
当
す
る
か
否
か
を
考
え
る
必
要
は
な
い
。
そ
も
そ
も

判
例
準
則
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
と
も
す
れ
ば
議
論
が
形
式
論
に
な

る
の
と
、
自
己
利
用
文
書
の
本
来
の
内
容
が
不
明
確
に
な
る
お
そ
れ

が
生
じ
る
よ
う
に
思
う
。
問
題
は
開
示
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
著

し
い
不
利
益
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
従
来
の
判
例
・
学
説

の
議
論
を
参
考
に
す
れ
ば
、
そ
れ
は
個
人
の
人
権
（
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
）
や
団
体
の
自
由
な
意
思
形
成
の
侵
害
に
伴
う
不
利
益
が
考
え
ら

れ
る
。
し
か
し
、
前
記
の
よ
う
に
自
己
利
用
文
書
（
二
二
O
条
四
号
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三
は
、
一
九
六
条
の
証
言
拒
絶
権
に
関
す
る
文
書
（
二
二

O
条
四

号
イ
）
や
一
九
七
条
一
項
二
号
に
規
定
す
る
事
実
又
は
三
号
に
規
定

す
る
事
項
に
関
す
る
文
書
（
二
二
O
条
四
号
ハ
）
等
が
カ
バ
ー
す
る

も
の
を
除
い
て
考
え
、
団
体
の
自
由
な
意
思
形
成
の
保
障
は
こ
れ
ら

が
カ
バ
ー
す
る
範
囲
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
団
体
の
自
由
な
意
思

形
成
の
保
障
は
自
己
利
用
文
書
の
目
的
と
し
て
は
適
切
な
例
で
は
な

い
。
そ
う
な
る
と
個
人
の
人
権
（
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
）
の
保
護
と
い
う

こ
と
に
な
り
、
そ
の
よ
う
な
文
書
と
し
て
は
日
記
を
挙
げ
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
れ
以
外
と
な
る
と
現
時
点
で
は
、
具
体
的
な
事
例
ご
と
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に
判
断
し
て
い
く
し
か
な
い
よ
う
に
思
う
。
そ
の
意
味
で
自
己
利
用

文
書
は
か
な
り
限
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
安
易
に
利

用
さ
れ
て
文
書
提
出
命
令
の
発
動
を
阻
止
す
る
も
の
と
し
て
利
用
さ

れ
て
は
な
ら
ず
、
裁
判
協
力
義
務
を
超
え
る
高
い
法
的
価
値
を
守
る

た
め
の
手
段
と
し
て
、
例
外
的
に
発
動
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
付
言
す
れ
ば
、
文
書
提
出
命
令
の
発
動
に
際
し
て
は
、

当
然
な
こ
と
で
あ
る
が
具
体
的
な
訴
訟
の
状
況
で
、
証
拠
の
必
要
性

の
吟
味
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
文
書
提
出
命
令
を
阻
止
す
る

理
由
（
二
二
O
条
四
号
）
は
常
に
絶
対
的
な
基
準
で
は
な
く
、
相
対

的
に
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。

同
私
見
に
つ
い
て

自
己
利
用
文
書
は
、
外
部
非
開
示
性
に
関
し
て
開
示
予
定
の
有
無

で
判
断
す
る
の
で
は
な
く
、
公
開
さ
れ
る
と
所
持
者
に
重
大
な
損
害

を
発
生
さ
せ
る
か
否
か
で
判
断
す
る
と
考
え
る
と
、
判
例
準
則
と
の

関
係
が
問
題
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
私
見
は
判
例
準
則
を
否
定
す
る

の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
私
見
は
判
例
準
則
を
否
定
す
る
も
の
で

は
な
く
、
適
用
場
面
が
限
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
外
部
非
開
示
性

の
要
件
は
あ
く
ま
で
も
形
式
的
に
簡
単
に
判
断
す
べ
き
で
あ
っ
て
、

実
質
的
な
判
断
は
不
利
益
性
の
要
件
で
対
応
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う

も
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
あ
る
文
書
に
関
し
て
外
部
非
開
示
性

に
該
当
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
実
質
的
に
判
断
す
る
の
で
は
な
く
、

そ
の
よ
う
な
こ
と
を
省
略
し
て
直
ち
に
自
己
利
用
文
書
か
否
か
を
判

断
し
た
方
が
効
率
的
で
あ
る
し
、
適
切
な
判
断
が
で
き
る
と
考
え
る

か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
外
部
非
開
示
性
の
判
断
は
形
式
的
に
行
う

と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
外
部
非
開
示
性
は
自
己
利
用
文
書
の
要
件
と

し
て
意
味
は
薄
れ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
要
件
と
し
て
挙
げ
る
必

要
は
な
い
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。

要
す
る
に
外
部
非
開
示
性
の
判
断
が
実
質
的
に
な
さ
れ
る
よ
う
な

場
合
は
、
判
例
準
則
を
適
用
し
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意

味
で
、
判
例
準
則
と
の
機
能
の
分
担
を
考
え
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

第
三
者
に
開
示
が
予
定
さ
れ
て
い
て
も
、
そ
の
第
三
者
が
他
に
開
示

す
る
こ
と
が
な
い
場
合
（
特
に
守
秘
義
務
を
負
っ
て
い
る
場
合
）
は
、

外
部
非
開
示
性
に
つ
い
て
実
質
的
に
判
断
せ
ざ
る
を
え
な
い
か
ら
、

判
例
準
則
は
適
用
し
な
い
。

私
見
に
つ
い
て
補
足
し
て
お
く
。
第
一
に
、
私
見
の
よ
う
な
見
解

は
決
し
て
希
有
な
こ
と
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
確
認
の
利
益
の
問
題

に
同
様
な
議
論
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
過
去
の
法
律
関
係
の
確
認

に
つ
い
て
は
判
例
・
学
説
と
も
昔
は
一
律
に
確
認
の
利
益
を
否
定
し

て
き
た
。
と
こ
ろ
が
今
日
で
は
過
去
と
は
何
か
を
議
論
す
る
こ
と
よ

り
も
、
紛
争
解
決
の
合
理
性
と
い
っ
た
観
点
で
、
確
認
の
利
益
が
肯

定
さ
れ
る
よ
う
な
事
例
が
増
え
て
き
た
。
こ
れ
は
過
去
の
法
律
関
係

の
確
認
の
問
題
を
考
え
る
場
合
に
、
画
一
的
に
適
否
を
考
察
す
る
権

109 



法学研究 81 巻 10 号（2008: 10) 

利
保
護
の
資
格
の
場
面
で
は
な
く
、
個
別
具
体
的
に
適
否
を
検
証
す

る
権
利
保
護
の
必
要
の
場
面
で
考
え
る
か
ら
で
あ
り
、
公
式
的
な
原

則
の
形
式
的
適
用
で
は
な
く
、
問
題
の
根
本
に
立
ち
返
っ
て
確
認
の

利
益
を
考
え
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
同
時
に
過
去
の

法
律
関
係
の
確
認
は
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
原
則
の
制
約
を
明
ら
か

に
し
て
い
る
。
本
件
の
問
題
も
こ
れ
と
同
じ
で
あ
り
、
同
様
に
展
開

す
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
実
質
的
に
第
三
者
に
開
示
さ
れ
て
い

る
か
否
か
で
は
な
く
、
そ
の
よ
う
な
文
書
を
秘
匿
す
る
理
由
が
あ
る

か
否
か
が
重
要
で
あ
る
。

第
二
に
、
本
件
リ
ス
ト
に
つ
い
て
本
決
定
は
判
例
準
則
の
適
用
を

述
べ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
通
し
て
実
質
的
に
自
己
利
用
文
書
か
否
か

を
考
察
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
私

見
の
よ
う
に
考
察
す
る
の
が
適
切
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
個
々
の
基
準
に
適
合
す
る
か
否
か
で
検
討
す
る
よ
り
も
、

総
合
的
に
判
断
し
て
開
示
さ
れ
る
べ
き
か
否
か
を
直
接
的
に
判
断
し

た
方
が
効
率
的
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
開
示
予
定
の
概

念
は
文
書
の
提
出
を
認
め
る
か
否
か
の
結
果
の
説
明
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
の
か
と
い
う
疑
念
が
生
じ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
概
念
は
開
示

で
き
な
い
と
す
る
結
論
を
正
当
化
す
る
た
め
に
要
件
化
し
た
の
で
は

な
い
か
と
の
疑
念
で
あ
る
。
本
件
リ
ス
ト
を
見
る
と
、
当
該
審
査
支

払
機
関
に
は
守
秘
義
務
が
あ
る
と
は
い
え
、
当
該
審
査
支
払
機
関
に

伝
送
さ
れ
た
情
報
と
そ
の
内
容
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
本

件
リ
ス
ト
は
単
な
る
組
織
内
部
に
留
め
て
お
く
草
稿
や
草
案
と
い
う

も
の
で
は
な
く
、
組
織
内
部
で
秘
匿
す
べ
き
理
由
は
な
い
。
利
用
者

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
や
Y

の
事
業
の
遂
行
に
支
障
を
生
じ
さ
せ

る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
に
し
て
も
、
介
護
事
業
に
公
的
な
機
関
が
介

在
す
る
以
上
、
介
護
に
絶
対
に
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
秘
密
事
項

と
い
う
も
の
は
な
い
。
特
に
、
本
件
の
よ
う
な
顧
客
を
奪
っ
た
か
否

か
が
争
わ
れ
る
事
件
に
お
い
て
は
、
こ
の
資
料
は
裁
判
に
と
っ
て
重

（
時
）

要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
総
合
的
な
判
断
に
よ
っ
て
、
自
己
利
用
文

書
で
あ
る
か
否
か
を
決
め
る
べ
き
で
あ
る
。

llO 

不
利
益
性
要
件
に
つ
い
て

原
決
定
は
、
本
件
リ
ス
ト
は
②
の
不
利
益
性
要
件
に
つ
い
て
該
当

す
る
と
判
断
し
て
い
る
が
、
本
決
定
は
不
利
益
性
要
件
に
つ
い
て
直

接
言
及
し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
決
定
と
不
利
益
性
要
件
と

の
関
係
に
つ
い
て
は
一
一
つ
の
見
解
が
あ
る
。
一
つ
は
本
決
定
は
外
部

非
開
示
性
の
要
件
の
点
で
自
己
利
用
文
書
を
否
定
し
た
の
で
、
不
利

益
性
の
要
件
は
判
断
す
る
必
要
は
な
く
、
そ
れ
ゆ
え
に
不
利
益
性
に

言
及
し
て
い
な
い
と
い
う
見
解
で
あ
る
。
越
山
教
授
の
見
解
で
あ
る

が
、
次
の
よ
う
な
付
言
を
し
て
い
る
。
「
本
決
定
は
、
本
件
リ
ス
ト

を
開
示
し
て
も
所
持
者
の
事
業
遂
行
に
重
大
な
不
利
益
を
生
じ
さ
せ

四
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る
お
そ
れ
が
大
き
く
な
い
こ
と
も
暗
黙
裡
に
前
提
と
し
て
：
：
：
外
部

非
開
示
性
の
基
準
を
判
断
し
て
い
る
と
い
え
な
く
も
な
い
。
」

こ
れ
に
対
し
て
本
決
定
は
不
利
益
性
要
件
に
該
当
し
な
い
こ
と
を

判
断
し
て
い
る
と
の
見
解
が
あ
る
。
川
嶋
教
授
は
、
本
決
定
が
本
件

リ
ス
ト
に
つ
い
て
審
査
支
払
機
関
に
伝
送
さ
れ
た
情
報
と
は
別
の
新

た
な
情
報
が
付
加
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
審
査
支
払
機
関
に
伝
送

さ
れ
る
情
報
の
控
え
と
い
う
性
質
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

「
所
持
者
に
看
過
し
が
た
い
不
利
益
が
生
じ
な
い
こ
と
（
不
利
益
要

件
を
満
た
さ
な
い
こ
と
）
が
示
さ
れ
て
い
る
と
、
評
す
る
こ
と
が
で

（
凶
）

き
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

外
部
非
開
示
性
が
否
定
さ
れ
れ
ば
、
不
利
益
性
に
つ
い
て
判
断
す

る
必
要
は
な
い
か
ら
、
不
利
益
性
要
件
に
つ
い
て
本
決
定
は
判
断
し

て
い
な
い
と
読
む
べ
き
で
あ
る
が
、
越
山
教
授
が
付
言
し
た
よ
う
に
、

ま
た
川
嶋
教
授
が
評
し
た
よ
う
に
、
実
際
の
と
こ
ろ
は
本
決
定
に
お

い
て
は
不
利
益
性
の
判
断
を
先
行
し
た
よ
う
に
思
う
。
こ
の
こ
と
は
、

自
己
利
用
文
書
か
否
か
は
不
利
益
性
要
件
で
決
ま
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
不
利
益
性
要
件
が
要
件
の
中
で
一
番
重
要
で
あ
る
こ
と
を
考

え
れ
ば
、
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
私
見
は
、
外
部
非
開
示
性
要
件
が

簡
単
に
判
断
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
不
利
益
性
要
件
は
外
部
非
開
示

性
要
件
の
判
断
に
先
行
し
て
判
断
し
て
よ
い
と
考
え
る
。
私
見
は
、

文
書
所
持
者
の
文
書
を
秘
匿
す
る
正
当
な
理
由
が
あ
る
か
否
か
を
判

断
基
準
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ
れ
は
外
部
非
開
示
性
要

件
の
判
断
の
際
に
考
慮
す
べ
き
な
の
か
、
そ
れ
と
も
不
利
益
性
要
件

の
中
で
考
え
る
べ
き
な
の
か
と
い
う
よ
う
に
、
外
部
非
開
示
性
要
件

か
不
利
益
性
要
件
か
に
区
別
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
る
。

そ
う
な
る
と
あ
る
文
書
が
自
己
利
用
文
書
で
あ
る
か
否
か
決
め
る

場
合
、
決
め
手
は
外
部
非
開
示
性
か
不
利
益
性
か
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
判
例
準
則
に
よ
れ
ば
、
い
ず
れ
で
あ
っ
て
も
自
己
利
用
文
書
に

（
日
）

な
る
か
ら
、
ど
ち
ら
で
も
よ
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
判

例
準
則
の
順
番
は
順
不
同
で
は
な
く
意
味
が
あ
る
と
思
う
の
で
、
外

部
非
開
示
性
要
件
で
自
己
利
用
文
書
で
な
い
と
判
断
し
た
本
決
定
は
、

（
初
）

判
例
準
則
に
従
う
以
上
、
妥
当
な
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

な
お
こ
の
よ
う
に
自
己
利
用
文
書
の
有
無
の
判
断
の
要
件
が
重
な

る
と
い
う
こ
と
は
、
不
利
益
性
要
件
と
外
部
非
開
示
性
要
件
は
裁
然

と
区
別
で
き
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
ま
た
、
無
理
に

区
別
す
る
こ
と
の
危
険
性
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
う
。
総
合

的
判
断
と
な
る
と
基
準
が
暖
昧
に
な
る
が
、
か
と
い
っ
て
基
準
の
限

界
や
相
互
関
係
を
無
視
し
て
一
つ
の
基
準
で
判
断
す
る
の
も
問
題
で

あ
る
。

五

そ
の
他
の
問
題

本
件
判
例
に
つ
い
て
の
判
例
研
究
は
、
自
己
利
用
文
書
の
問
題
以
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外
に
つ
い
て
も
、
若
干
の
論
点
の
存
在
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

は
本
件
に
お
い
て
は
メ
イ
ン
の
問
題
で
は
な
い
が
（
い
わ
ゆ
る
傍
論

で
あ
る
が
）
、
自
己
利
用
文
書
に
つ
い
て
一
般
的
に
考
察
す
る
場
合

に
は
重
要
な
問
題
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
私
見
を
ま
と
め

て
お
く
。

川
ニ
ニ

O
条
四
号
ハ
の
職
業
上
の
秘
密
に
つ
い
て

本
件
で
は
文
書
の
開
示
に
よ
る
不
利
益
と
し
て
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が

問
題
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
相
手
方
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
で
は
な

く
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
主
体
は
相
手
方
の
利
用
者
で
あ
る
と
い
う
本

件
特
有
の
事
情
に
基
づ
く
。
そ
こ
で
こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、
本
件

の
相
手
方
で
あ
る
Y

は
、
い
わ
ゆ
る
職
業
上
の
秘
密
を
文
書
を
開
示

し
な
い
理
由
と
し
て
主
張
し
た
。
本
決
定
は
こ
の
主
張
を
決
定
理
由

の
最
後
の
「
な
お
書
き
」
に
お
い
て
否
定
し
た
が
、
そ
の
理
由
と
し

て
、
「
本
件
対
象
文
書
は
本
案
訴
訟
に
お
い
て
取
調
べ
の
必
要
性
の

高
い
証
拠
で
あ
る
」
こ
と
と
、
「
本
件
対
象
文
書
を
提
出
さ
せ
た
場

合
に
相
手
方
の
業
務
に
与
え
る
影
響
は
さ
ほ
ど
大
き
な
も
の
と
は
い

え
な
い
」
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。

こ
れ
は
比
較
衡
量
的
手
法
で
あ
り
、
文
書
提
出
命
令
を
認
め
る
か

否
か
の
判
断
基
準
が
相
対
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ

れ
で
は
基
準
は
絶
対
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
見
解
に
反
す

る
し
、
最
一
小
決
平
成
二
一
年
三
月
一
O
日
民
集
五
四
巻
コ
一
号
一O

七
三
頁
に
代
表
さ
れ
る
従
前
の
判
例
の
見
解
と
異
な
る
。
し
か
し
、

最
近
の
報
道
関
係
者
の
取
材
源
に
関
す
る
証
言
拒
絶
に
つ
い
て
の
最

三
小
決
平
成
一
八
年
一
O
月
三
日
民
集
六
O
巻
八
号
二
六
四
七
頁
は
、

（
幻
）

本
件
の
判
例
の
見
解
と
同
じ
よ
う
な
手
法
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
比
較
衡
量
の
手
法
は
個
別
具
体
的
に
総
合
的
に
判
断
し

て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
方
法
に
賛
成
で
あ
る
。
文
書
の

多
様
性
と
、
い
わ
ゆ
る
職
業
上
の
秘
密
の
程
度
の
違
い
を
考
え
る
と
、

文
書
提
出
命
令
が
発
令
さ
れ
る
か
否
か
は
、
証
拠
の
必
要
性
と
開
示

に
伴
う
不
利
益
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
、
事
件
ご
と
に
相
対
的
に

決
め
る
こ
と
が
妥
当
な
結
果
を
招
来
す
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

さ
ら
に
私
見
は
、
「
文
書
は
原
則
と
し
て
開
示
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、

例
外
的
に
秘
匿
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
場
合
は
合
理
性
と
正
当
性
が

必
要
で
あ
り
、
個
別
具
体
的
に
総
合
的
に
判
断
す
る
」
と
い
う
も
の

で
あ
る
か
ら
、
文
書
提
出
命
令
の
発
令
に
お
い
て
は
事
件
ご
と
に
バ

ラ
ン
ス
の
よ
い
妥
当
な
結
論
を
志
向
す
べ
き
で
あ
る
。

凶
証
拠
の
必
要
性

本
決
定
は
、
い
わ
ゆ
る
職
業
上
の
秘
密
に
関
し
て
で
あ
る
が
、

「
本
件
対
象
文
書
は
本
案
訴
訟
に
お
い
て
取
調
べ
の
必
要
性
の
高
い

証
拠
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
川

嶋
教
授
は
、
前
注
（
日
）
で
引
用
し
た
よ
う
に
、
「
本
件
文
書
は
、
実

質
的
に
見
れ
ば
証
明
事
項
に
関
す
る
唯
一
の
証
拠
的
意
義
が
あ
り
、
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証
拠
調
べ
の
必
要
性
（
法
一
二
二
条
二
項
）
も
あ
る
：
：
：
」
と
述
べ

（
幻
）

て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
理
由
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
仮
に
本
件
文
書
の
提
出
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
奪
わ

れ
た
顧
客
が
特
定
で
き
た
（
本
件
で
は
九
六
名
が
現
認
さ
れ
て
い

る
）
と
し
て
も
、
個
々
の
損
害
賠
償
額
の
確
定
が
困
難
と
な
り
、
損

害
賠
償
額
の
認
定
規
定
（
法
二
四
八
条
）
に
依
拠
せ
ざ
る
を
得
な
く

な
る
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
で
は
相
対
的
に
低
額
の
賠
償
額
と

も
な
り
か
ね
な
い
：
：
：
」
。

判例研究

こ
れ
に
対
し
て
安
西
教
授
は
審
理
過
程
に
注
目
し
て
、
次
の
よ
う

な
消
極
的
な
見
解
を
説
い
て
い
る
。
「
本
件
で
X

が
立
証
主
題
と
す

る
損
害
額
は
、
顧
客
が
X

を
利
用
し
て
い
た
当
時
の
資
料
で
判
断
で

き
る
（
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
施
設
に
よ
り
異
な
る
か
ら
Y

の
保
険
請
求

額
と
一
致
し
な
い
）
と
の
Y

の
抗
告
理
由
も
成
り
立
ち
得
る
。
奪
わ

れ
た
と
す
る
顧
客
の
特
定
も
、
文
書
提
出
命
令
の
審
理
過
程
で
X
申

立
て
の
一
O
三
名
か
ら
Y

が
九
六
名
に
絞
っ
た
た
め
既
に
達
成
さ
れ

た
感
が
あ
り
、
証
拠
の
必
要
性
は
低
い
と
も
見
ら
れ
る
。
」
。

審
理
の
過
程
を
考
慮
す
る
こ
と
な
く
訴
訟
物
と
の
関
係
で
本
件
リ

ス
ト
の
意
味
を
考
え
る
な
ら
ば
、
顧
客
に
関
し
て
X
と

Y

の
そ
れ
ぞ

れ
の
資
料
を
対
照
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
正
確
に
損
害
額
が
判

断
で
き
る
か
ら
、
証
拠
と
し
て
本
件
リ
ス
ト
は
必
要
で
あ
る
と
思
う
。

そ
の
意
味
で
川
嶋
教
授
の
見
解
に
賛
成
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
安

西
教
授
の
見
解
は
分
か
り
づ
ら
い
。
証
拠
の
必
要
性
は
低
い
か
ら
、

本
件
で
の
文
書
提
出
命
令
は
発
令
す
べ
き
で
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

な
の
か
、
あ
る
い
は
発
令
に
際
し
て
審
理
の
過
程
を
考
慮
す
べ
き
で

あ
る
と
い
う
こ
と
な
の
か
、
そ
し
て
自
己
利
用
文
書
か
否
か
を
判
断

す
る
場
合
に
、
こ
れ
ら
は
ど
の
よ
う
に
関
係
し
て
く
る
の
か
は
必
ず

し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
本
件
リ
ス
ト
に
つ
い
て
最
高
裁

が
取
調
べ
の
必
要
性
が
高
い
と
述
べ
て
い
る
こ
と
は
、
最
高
裁
は
安

西
教
授
が
指
摘
し
た
よ
う
な
こ
と
は
文
書
提
出
命
令
の
発
令
に
際
し

て
考
慮
す
る
必
要
が
な
い
と
判
断
し
た
と
も
解
す
る
こ
と
で
き
る
。

確
か
に
訴
訟
の
経
緯
か
ら
証
拠
の
必
要
性
は
低
下
し
た
の
か
も
し

れ
な
い
が
、
本
件
文
書
を
め
ぐ
る
文
書
提
出
命
令
に
関
し
て
争
い
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
裁
判
資
料
が
充
実
し
た
の
で
あ
り
、
本
件
リ
ス
ト

は
証
拠
と
し
て
必
要
性
が
感
じ
ら
れ
る
。
ま
た
証
拠
の
必
要
性
の
判

断
は
そ
れ
ぞ
れ
の
訴
訟
に
お
い
て
動
態
的
に
把
握
す
る
必
要
が
あ
る

に
し
て
も
、
そ
の
場
合
の
客
観
的
な
基
準
を
提
示
し
た
り
、
具
体
的

な
事
案
を
類
型
化
す
る
作
業
が
必
要
な
よ
う
に
思
う
。

－
‘
、

-J 

本
稿
は
平
成
二
O
年
四
月
二
六
日
に
開
催
さ
れ
た
民
事
訴
訟
法
研

究
会
で
使
用
し
た
報
告
原
稿
を
研
究
会
で
の
貴
重
な
意
見
を
参
考
に

し
て
、
加
除
訂
正
し
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
以
降
の
把
握

お
わ
り
に
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で
き
た
本
件
判
例
に
つ
い
て
の
判
例
研
究
は
、
そ
の
内
容
を
参
照
し

(M
) 

て
報
告
原
稿
に
加
筆
し
た
が
、
論
稿
に
つ
い
て
は
取
り
上
げ
て
い
な

（
お
）

い
。
本
来
な
ら
論
稿
に
つ
い
て
も
参
照
し
て
私
見
を
述
べ
る
べ
き
で

あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
自
己
利
用
文
書
に
つ
い
て
、

さ
ら
に
詳
細

に
考
察
し
て
本
稿
を
全
面
的
に
見
直
す
必
要
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
は

後
日
に
機
会
を
得
て
行
う
つ
も
り
で
あ
る
。

（1
）
本
件
に
関
し
て
記
録
の
閲
覧
、
聴
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
安

西
明
子
教
授
に
よ
れ
ば
、
「Y
の
リ
ス
ト
作
成
ソ
フ
ト
使
用
開
始
時

の
六
月
か
ら
一
一
一
月
ま
で
の
分
の
提
出
を
命
じ
た
」
と
の
こ
と
で
あ

る
（
安
西
明
子
「
本
件
判
例
解
説
」
平
成
一
九
年
度
重
要
判
例
解
説

〔H
ジ
ユ
リ
ス
ト
一
三
五
四
号
、
平
二
O
〕
一
四
三
頁
）
。

（2
）
こ
の
文
書
に
つ
い
て
は
、
文
献
に
よ
っ
て
様
々
な
名
称
が
用

い
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
自
己
利
用
文
書
、
自
己
使
用
文
書
、
新

自
己
使
用
文
書
、
自
己
専
用
文
書
、
自
己
専
利
用
文
書
、
自
己
専
使

用
文
書
等
で
あ
る
（
高
橋
宏
志
「
重
点
講
義
民
事
訴
訟
法
下
〔
補
訂

版
〕
」
一
六
四
頁
注
郎
〔
有
斐
閣
、
平
一
八
〕
）
。
本
稿
で
は
自
己
利

用
文
書
と
表
記
し
た
が
、
そ
れ
が
今
日
に
お
い
て
比
較
的
多
く
使
用

さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

（3
）
あ
る
文
書
が
自
己
利
用
文
書
に
該
当
す
る
か
否
か
に
関
し
て
、

判
例
は
既
述
の
よ
う
に
判
断
基
準
と
し
て
、
ゴ
一
つ
の
要
件
を
設
け
た
。

①
外
部
非
開
示
性
要
件
、
②
不
利
益
性
要
件
、
③
特
段
の
事
情
要
件

で
あ
る
。
な
お
①
②
は
そ
の
存
在
が
必
要
で
あ
る
積
極
的
要
件
で
あ

り
、
③
は
そ
の
不
存
在
が
必
要
で
あ
る
消
極
的
要
件
で
あ
る
。
こ
れ

ま
で
の
代
表
的
な
判
例
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
要
件
の
視
点
か
ら
整

理
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
っ
と

も
こ
れ
は
判
決
理
由
の
読
み
方
の
問
題
で
あ
る
の
で
、
人
に
よ
っ
て

は
異
な
っ
た
分
類
を
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
そ
う
で
あ
る
か

ら
と
い
っ
て
、
私
独
自
の
分
類
で
は
な
く
、
一
般
的
な
判
例
の
分
類

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

同
①
②
③
を
充
足
す
る
と
し
て
、
文
書
提
出
命
令
を
認
め
な
か
っ

た
も
の

川
最
二
小
決
平
成
一
一
年
一
一
月
一
一
一
日
民
集
五
三
巻
八
号
一

七
八
七
頁
（
金
融
機
関
の
貸
出
裏
議
書
）

山
最
一
小
決
平
成
一
七
年
一
一
月
一

O
日
民
集
五
九
巻
九
号
二

五
O
三
頁
（
市
議
会
議
員
が
政
務
調
査
の
内
容
等
に
つ
き

作
成
し
た
調
査
研
究
報
告
書
）

同
①
に
該
当
し
な
い
と
し
て
、
文
書
提
出
命
令
を
認
め
た
も
の

川
最
二
小
決
平
成
二
ハ
年
一
一
月
二
六
日
民
集
五
八
巻
八
号
二

三
九
三
頁
（
経
営
破
綻
し
た
保
険
会
社
に
関
し
て
保
険
管

理
人
が
設
置
し
た
弁
護
士
及
び
公
認
会
計
士
を
委
員
と
す

る
調
査
委
員
会
が
作
成
し
た
調
査
報
告
書
）

最
二
小
決
平
成
一
九
年
一
一
月
二
一O
日
民
集
六
一
巻
八
号
コ
一

一
八
六
頁
（
銀
行
が
融
資
先
に
対
し
て
有
す
る
債
権
の
資
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産
査
定
を
行
う
前
提
と
な
る
債
務
区
分
を
行
う
た
め
に
作

成
し
た
文
書
）

同
③
に
つ
い
て
判
断
し
た
も
の

川
最
一
小
決
平
成
一
二
年
二
一
月
一
四
日
民
集
五
四
巻
九
号
二

七
O
九
頁
（
金
融
機
関
の
貸
出
裏
議
書
は
③
に
該
当
し
な

い
と
判
断
）

間
最
二
小
決
平
成
二
二
年
一
二
月
七
日
民
集
五
五
巻
七
号
一
四

一
一
頁
（
経
営
破
綻
し
た
金
融
機
関
の
貸
出
菓
議
書
は
③

に
該
当
す
る
と
判
断
）

同
①
に
は
該
当
す
る
が
、
②
に
該
当
し
な
い
と
し
て
文
書
提
出
命

令
を
認
め
た
も
の

最
二
小
決
平
成
一
八
年
二
月
一
七
日
民
集
六
O
巻
二
号
四
九
六
頁

（
銀
行
本
部
の
担
当
部
署
か
ら
各
営
業
店
長
等
に
発
送
さ
れ
た

社
内
通
達
文
書
）

同
②
に
つ
い
て
個
別
具
体
的
に
判
断
す
べ
き
で
あ
る
と
し
た
も
の

最
一
小
決
平
二
一
年
三
月
一

O
日
民
集
五
四
巻
三
号
一

O
七
三
頁

（
電
気
機
器
の
回
路
図
及
び
信
号
流
れ
図
）

こ
の
よ
う
な
分
類
に
よ
れ
ば
、
本
件
は
川
の
事
例
で
あ
り
、
そ
の

意
味
で
同
と
は
反
対
で
あ
る
。
そ
し
て
例
と
同
様
に
個
別
事
情
の
重

視
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
安
西
教
授
は
、
こ
れ
ら
一
連
の
判
例
の
動
き
を
見
て
、

「
揺
り
戻
し
を
見
せ
て
い
る
」
と
評
し
て
い
る
（
安
西
・
前
掲
注

（1
）
一
四
四
頁
）
。
そ
の
根
拠
と
し
て
、
判
例
の
川
間
と
凶
と
本
決

定
を
挙
げ
、
こ
れ
ら
は
本
来
は
③
の
要
件
で
判
断
で
き
る
の
に
そ

れ
を
し
な
い
こ
と
を
理
由
に
す
る
。
ま
た
判
例
掲
載
誌
の
解
説
は
同

ω
・
川
川
と
本
決
定
の
違
い
は
、
前
者
は
対
象
文
書
の
公
益
的
性
格

が
問
題
に
な
っ
た
判
例
で
あ
る
と
す
る
（
「
判
例
解
説
」
前
掲
判
タ

一
六
四
頁
、
判
時
六
三
頁
）
。
な
お
民
事
情
報
二
五
四
号
四
九
頁
の

判
例
解
説
に
も
同
趣
旨
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。

（4
）
原
決
定
は
本
決
定
を
掲
載
し
て
い
る
雑
誌
に
は
掲
載
さ
れ
て
い

な
い
。
し
か
し
、
原
決
定
の
内
容
は
本
決
定
に
お
い
て
要
約
さ
れ
て

い
る
し
、
判
例
解
説
に
お
い
て
そ
の
大
要
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
、

本
稿
で
は
そ
れ
ら
を
参
考
に
し
て
、
原
決
定
の
内
容
を
把
握
し
た
。

す
な
わ
ち
、
越
山
和
広
教
授
は
本
件
判
例
解
説
を
執
筆
す
る
際
に
、

抗
告
審
の
決
定
、
抗
告
状
、
抗
告
理
白
書
を
参
照
し
た
と
の
こ
と
で

あ
る
（
越
山
和
広
「
本
件
判
例
解
説
」
速
報
判
例
解
説
第
二
巻
（
法

学
セ
ミ
ナ
ー
増
刊
）
一
五
六
頁
注
3

〔
平
二O
〕
）
。
ま
た
安
西
教
授

は
「
記
録
閲
覧
、
聴
き
取
り
調
査
」
を
行
っ
た
う
え
で
判
例
解
説
を

執
筆
さ
れ
た
（
安
西
・
前
掲
注
（
1

）
一
四
四
頁
）0

（5
）
慶
鷹
義
塾
大
学
民
事
手
続
判
例
研
究
会
（
三
木
浩
一
監
修
）

「
本
件
判
例
解
説
」
F
a
宮
判
例
速
報
二
四
号
八
八
頁
（
平
一
九
）
。

（6
）
越
山
・
前
掲
注
（
4

）
一
五
五
頁
。

（7
）
本
件
判
例
が
掲
載
さ
れ
た
雑
誌
の
匿
名
氏
に
よ
る
解
説
は
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
（
「
判
例
解
説
」
前
掲
判
タ
一
六
四
頁
、

判
時
六
三
頁
）
。
「
本
件
リ
ス
ト
は
、
そ
れ
自
体
を
取
り
上
げ
て
形
式

的
に
い
え
ば
、
外
部
へ
の
開
示
を
予
定
し
て
い
な
い
文
書
と
い
う
こ
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ハ
リ

可

i

と
も
で
き
」
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
記
載
さ
れ
て
い
る
情
報
は
、
介

護
給
付
費
等
の
請
求
の
た
め
に
審
査
支
払
機
関
に
伝
送
し
た
情
報
に

ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
実
質
に
着
目
す
れ
ば
、
内
部
文
書

と
は
い
え
な
い
こ
と
に
な
」
る
。
な
お
民
事
情
報
の
判
例
解
説
に
も
、

同
趣
旨
の
記
述
が
見
ら
れ
る
（
前
掲
注
（3
）
四
九
頁
）0

（8
）
例
え
ば
、
中
村
也
す
志
・
最
高
裁
判
所
判
例
解
説
平
成
一
六

年
度
的
七
六
O
頁
（
法
曹
会
、
平
一
九
）
、
三
木
浩
一
「
判
例
研
究
」

法
学
研
究
七
九
巻
一
O
号
七
六
頁
（
平
一
八
）
等
。

（9
）
最
一
小
決
平
成
一
二
年
一
一
一
月
一O
日
民
集
五
四
巻
三
号
一

O

七
三
頁
、
越
山
・
前
掲
注
（
4

）
一
五
五
頁
、
三
木
・
前
掲
注
（8
）
七

七
頁
等
。

（
叩
）
慶
慮
義
塾
大
学
民
事
手
続
判
例
研
究
会
・
前
掲
注
（

5

）
八
八

頁
。

（
日
）
こ
の
よ
う
な
視
点
を
指
摘
す
る
の
は
、
越
山
・
前
掲
注
（
4

）

一
五
六
頁
。

（
ロ
）
本
文
で
引
用
し
た
文
章
は
、
越
山
・
前
掲
注
（4
）
一
五
六
頁
。

（
日
）
あ
る
文
書
が
第
三
者
に
提
示
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
者
が
守
秘

義
務
を
負
っ
て
い
る
場
合
は
外
部
非
開
示
性
を
損
な
う
も
の
で
は
な

い
と
の
見
解
が
あ
る
。
薮
口
康
夫
教
授
は
本
決
定
が
こ
の
点
に
つ
い

て
言
及
す
る
こ
と
な
く
外
部
非
開
示
性
を
否
定
し
た
こ
と
は
、
「
そ

の
よ
う
な
理
解
が
誤
り
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
た
も
の
と
い
え
る
」

と
述
べ
て
い
る
（
「
本
件
判
例
解
説
」
私
法
判
例
リ
マ
l

ク
ス
三
七

号
一
二
三
頁
〔
平
二
O
〕
）0
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（
日
）
本
文
で
引
用
し
た
文
章
は
、
安
西
・
前
掲
注
（1
）
一
四
四
頁
。

（
日
）
三
木
教
授
は
不
利
益
性
要
件
の
例
と
し
て
は
、
団
体
の
自
由
な

意
思
決
定
の
阻
害
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
し
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵

害
に
当
た
る
場
合
の
み
と
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
（
前
掲
注

（8
）
八
二
頁
）
。
な
お
山
本
和
彦
教
授
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
報

告
に
お
い
て
同
様
な
主
張
を
展
開
さ
れ
る
（
「
民
事
裁
判
に
お
け
る

情
報
の
開
示
・
保
護
」
民
事
訴
訟
雑
誌
五
四
号
一
一
四
頁
以
下
〔
平

二
O
〕
）
。

（
日
）
川
嶋
四
郎
教
授
は
「
本
件
文
書
は
、
実
質
的
に
見
れ
ば
証
明

事
項
に
関
す
る
唯
一
証
拠
的
な
意
義
が
あ
り
、
証
拠
調
べ
の
必
要
性

（
法
二
一
一
一
条
二
項
）
も
あ
る
：
：
：
」
と
述
べ
て
い
る
（
「
本
件
判
例

解
説
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
六
三
六
号
一
二
二
頁
〔
平
一
九
〕
）
。

（
口
）
越
山
・
前
掲
注
（4
）
一
五
五
頁
。

（
凶
）
川
嶋
・
前
掲
注
（
凶
三
一
二
一
頁
。

（
問
）
三
木
教
授
は
平
成
一
一
年
の
判
例
（
前
掲
注
（3
）
の
同
川
）
に

つ
い
て
、
「
外
部
非
開
示
性
の
判
断
と
不
利
益
性
の
判
断
を
一
括
し

て
行
っ
て
い
る
」
と
分
析
し
て
い
る
（
前
掲
注
（
8

）
七
八
頁
）
。

（
初
）
本
件
の
処
理
の
仕
方
と
し
て
、

X

が
あ
る
程
度
既
知
で
あ
る

こ
と
を
判
例
準
則
の
第
三
番
目
の
要
件
で
あ
る
特
段
の
事
情
要
件
の

問
題
と
評
価
し
て
、
自
己
利
用
文
書
に
該
当
し
な
い
と
す
る
こ
と
も

で
き
た
と
す
る
見
解
が
あ
る
（
安
西
・
前
掲
注
（
1

）
一
四
四
頁
）
。

し
か
し
、
判
例
の
準
則
を
前
提
に
す
る
以
上
、
そ
の
順
序
に
よ
る
べ

き
で
あ
る
し
、
そ
も
そ
も
こ
の
場
合
の
特
段
の
事
情
要
件
は
、
判
例
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が
一
般
に
極
め
て
例
外
的
な
場
合
を
想
定
し
て
使
用
す
る
用
語
と
同

様
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
に
つ
い
て
特
段
の
事
情
要
件
で
考
え

る
こ
と
に
は
疑
問
が
あ
る
。
特
段
の
事
情
要
件
の
内
容
が
問
題
に
な

る
し
、
本
件
の
場
合
に
「
X

が
あ
る
程
度
既
知
で
あ
る
こ
と
」
が
特

段
の
事
情
要
件
を
考
え
る
場
合
の
判
断
基
準
と
し
て
適
切
で
あ
る
か

は
疑
問
で
あ
る
。

な
お
安
西
教
授
は
不
利
益
性
に
関
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。
「
た
し
か
に
利
用
者
氏
名
や
介
護
度
は
重
要
な
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

で
は
あ
る
が
、
本
件
で
は
、
X

か
ら
移
動
し
た
事
実
を
Y

も
認
め
る

九
六
名
の
顧
客
に
つ
い
て
、

Y
が
X

に
対
し
て
情
報
を
隠
す
立
陽
に

な
い
と
い
え
よ
う
。

X

は
（
本
案
で
顧
客
を
奪
わ
れ
た
と
主
張
し
て

Y

開
業
前
後
二
疋
期
間
の
自
社
の
介
護
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
書
証
と

し
て
提
出
し
て
文
書
提
出
命
令
の
審
理
で
は
介
護
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
も
疎
明
資
料
と
し
て
提
出
し
て
、

Y

所
持
の
本

件
リ
ス
ト
は
X

の
情
報
が
転
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
Y

は
特
に
②
に
つ
き
具
体
的
主
張
を
し
な
い
一
方
、

X
申
立
て
の
う
ち
九
六
名
が
現
在
Y

を
利
用
し
て
い
る
事
実
は
認
め

た
。
こ
こ
か
ら
、
単
に
記
載
内
容
か
ら
保
護
す
べ
き
利
益
か
ど
う
か

を
計
る
の
で
な
く
、
利
益
主
体
と
文
書
所
持
者
は
ど
の
よ
う
な
関
係

か
、
文
書
所
持
者
と
本
案
の
当
事
者
、
特
に
申
立
人
で
は
な
い
側
は

ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
か
（
本
件
で
は
A
Y

は
密
接
関
係
。
訴
訟

代
理
人
も
同
じ
て
申
立
人
は
当
該
訴
訟
で
所
持
者
に
開
示
を
求
め

得
る
関
係
に
あ
る
か
と
い
う
視
点
を
持
つ
こ
と
こ
そ
重
要
と
わ
か

る
。
」
（
前
掲
注
（
1

）
一
四
四
頁
）
。

記
載
内
容
だ
け
で
保
護
す
べ
き
利
益
の
有
無
や
、
自
己
利
用
文
書

で
あ
る
か
否
か
は
決
ま
ら
な
い
と
の
指
摘
は
正
当
で
あ
る
が
、
審
理

の
流
れ
や
人
的
な
関
係
を
重
視
す
る
姿
勢
に
は
疑
問
が
あ
る
。
重
要

な
こ
と
は
、
当
該
文
書
が
当
該
訴
訟
の
事
実
認
定
に
と
っ
て
必
要
か

否
か
と
、
文
書
所
持
者
は
当
該
文
書
を
秘
匿
す
る
合
理
的
な
理
由
が

あ
る
か
否
か
で
は
な
い
か
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
審
理
経
過

を
重
視
す
る
な
ら
ば
、
文
書
提
出
命
令
の
当
否
は
簡
単
に
判
断
で
き

な
い
し
、
し
か
も
外
部
か
ら
分
か
ら
な
い
か
ら
、
発
令
の
基
準
は
い

わ
ゆ
る
透
明
性
に
欠
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

（
幻
）
本
件
決
定
の
問
題
と
し
て
こ
の
よ
う
な
点
を
指
摘
し
て
い
る

も
の
は
、
川
嶋
・
前
掲
注
（
凶
）
一
二
二
頁
、
越
山
・
前
掲
注
（
4

）
一

五
六
頁
、
薮
口
・
前
掲
注
（
日
）
一
二
三
頁
で
あ
る
。
な
お
薮
口
教
授

は
比
較
衡
量
説
で
あ
れ
反
対
説
で
あ
れ
、
「
本
件
で
は
い
ず
れ
の
見

解
に
よ
っ
て
も
「
職
業
の
秘
密
』
に
は
あ
た
ら
な
い
と
い
う
結
論
自

体
は
妥
当
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
辺
）
川
嶋
・
前
掲
注
（
日
）
一
二
二
頁
。

（
お
）
安
西
・
前
掲
注
（l
）
一
四
四
頁
。

（M
）
河
津
博
史
「
本
件
判
例
解
説
」
銀
行
法
務
幻
六
八
O
号
六
九
頁

は
本
件
決
定
に
関
す
る
判
例
解
説
で
あ
る
が
、
コ
メ
ン
ト
が
簡
単
な

た
め
に
本
稿
で
引
用
し
な
か
っ
た
。

（
お
）
現
時
点
で
知
り
え
た
重
要
な
文
献
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な

論
稿
が
あ
る
（
執
筆
者
名
の
五
十
音
順
）
。
安
西
明
子
「
文
書
提
出
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命
令
を
め
ぐ
る
当
事
者
の
主
張
立
証
の
素
描
｜
民
訴
法
二
二
O
条
四

号
ニ
に
関
す
る
最
新
の
最
高
裁
決
定
を
題
材
に
」
名
古
屋
大
学
法
政

論
集
二
二
一
二
号
（
河
野
正
憲
教
授
退
職
記
念
論
文
集
）
一
頁
以
下

（
二O
O

八
年
）
、
垣
内
秀
介
「
自
己
使
用
文
書
に
対
す
る
文
書
提
出

義
務
免
除
の
根
拠
」
小
島
武
司
先
生
古
稀
祝
賀
「
民
事
司
法
の
法
理

と
政
策
上
巻
」
二
四
三
頁
以
下
（
商
事
法
務
、
一
一
O
O

八
年
）
、
三

木
浩
一
「
文
書
提
出
命
令
に
お
け
る
「
自
己
利
用
文
書
』
概
念
の
現

在
と
将
来
」
同
書
八
三
三
頁
以
下
。
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成
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O
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坂
原

正
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